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８
月
20
日
と
21
日
の
２
日
間
、「
第
46
回
全
国
中
学
校

相
撲
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
団
体
戦
の
決
勝
戦
で

亀
津
中
学
校
相
撲
部
が
優
勝
の
快
挙
を
果
た
し
ま
し
た
。

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
の
は
同
中
学
校
３
年
生
の
行
大
成

選
手
、
新
田
竜
将
選
手
、
豊
田
倫
太
朗
選
手
。

決
勝
の
対
戦
校
は
、
大
会
開
催
地
石
川
県
か
ら
出
場
の

強
豪
「
津
幡
南
中
学
校
」。
先
鋒
の
行
選
手
が
奮
闘
す
る

も
す
く
い
投
げ
で
敗
れ
、
中
堅
の
新
田
選
手
が
突
き
落
と

し
で
優
勝
へ
望
み
を
つ
な
げ
ま
し
た
。
こ
こ
一
番
の
大
勝

負
で
大
将
の
豊
田
が
す
く
い
投
げ
を
決
め
、
全
国
中
学
校

の
頂
点
へ
輝
き
ま
し
た
。

同
選
手
３
名
が
「
徳
之
島
相
撲
ク
ラ
ブ
」
の
吉
健
俉
監

督
の
下
、
相
撲
を
始
め
た
の
は
豊
田
選
手
が
３
才
、
新
田

選
手
が
６
才
、
行
選
手
が
７
才
で
、
３
人
が
そ
ろ
っ
た
の

は
小
学
校
１
年
生
の
頃
。
そ
れ
か
ら
、
８
年
以
上
の
期
間
、

共
に
稽
古
に
励
み
、
個
人
戦
で
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
優
勝

を
競
い
合
っ
て
き
ま
し
た
。
共
に
切
磋
琢
磨
し
、
実
力
を

兼
ね
備
え
た
絆
の
深
い
チ
ー
ム
へ
成
長
し
ま
し
た
。

学
校
で
は
明
る
く
ク
ラ
ス
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
の
３

人
。
同
級
生
か
ら
は
、「
勇
気
や
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
」

「
励
み
に
な
る
」「
全
国
一
の
学
校
〝
亀
津
中
〟
と
し
て
自

分
た
ち
の
言
動
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
」
と
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
の
快
挙
へ
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
を
制
し
た
今
、「
三
人
で
同
じ
高
校
へ
進
学

し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
す
の
が
目
標
」
と
口
を
そ
ろ

え
、
希
望
の
つ
ま
っ
た
未
来
へ
の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
先
輩
た
ち
が
名
門
の
相
撲
部
屋
へ
の
入

門
、
名
門
大
学
や
高
校
な
ど
の
進
学
先
で
収
め
る
輝
か
し

い
成
績
。
続
く
亀
津
中
学
校
３
選
手
の
全
国
優
勝
が
、
徳

之
島
相
撲
界
の
明
る
い
未
来
を
切
り
開
き
ま
し
た
。

身体の大きさを活かした力強い取
り組みが持ち味の新田選手。得意の
組相撲を活かすために、腰の低い姿
勢を取る練習に励みました。

大会を終えて「親や地域の人、一
緒に練習してくれた先輩方や先生方
に支えられて得られた結果です」と
話しました。

多くの技で相手に合わせた戦略を
考え出す豊田選手。この大会に向け
て、相撲の稽古はもちろん、憧れの
選手の取組動画を見て戦略を研究す
る努力家です。

優勝して一番に思うことは、「吉監
督に結果で恩返しできてうれしかっ
た」と感謝の思いを話しました。

相手の下に潜り込む、奄美相撲が
得意。小柄だが、動きが早くまわし
をとると実力を発揮する選手。今大
会に向けて、身体が小さいので力で
は負けないように、筋力や体力をつ
けるように努力してきました。

「監督やコーチ、先生方や地域の人
に感謝しています」と話しました。

行　

大
成

　
　
　

（
先
鋒
）

豊
田　

倫
太
朗

　
　
　

（
大
将
）

新
田　

竜
将

　
　
　

（
中
堅
）

　全国大会団体優勝　おめでとうございます
中
学
校
の
建
て
替
え
後
、
初
め
て
か
け
ら

れ
た
縦
断
幕
は
、
相
撲
部
の
全
国
優
勝
。
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８
月
20
日
夜
か
ら
21
日
午
前
に
か
け

て
、
井
之
川
集
落
で
浜
下
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

20
日
夕
方
か
ら
一
重
一
瓶
を
持
ち
寄

り
、
海
岸
に
作
ら
れ
た
「
ヤ
ド
ゥ
イ
」
や

港
に
所
狭
し
と
ひ
か
れ
た
ゴ
ザ
に
親
戚
一

同
が
集
ま
り
、
先
祖
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
11
時
頃
か
ら
太
鼓
の
音
を
合
図

に
、「
宝
島
」「
伊
宝
」「
佐
渡
」
の
地
区

ご
と
に
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
「
夏
目

踊
り
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
あ
っ
た
ら

７
月
」
な
ど
を
男
女
の
掛
け
合
い
で
歌
い

踊
り
、
地
区
内
の
家
々
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

帰
省
客
や
観
光
客
な
ど
大
勢
の
観
客
が
集

ま
り
、
井
之
川
集
落
は
夜
を
徹
し
て
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

井之川浜下り・夏目踊り
夜を徹してにぎわう

亀
徳
集
落
で
８
月
21
日
、
無
病
息
災
を

祈
願
す
る
ニ
ィ
ン
ケ(

ネ
ン
ケ)

が
行
わ

れ
ま
し
た
。

軍
艦
マ
ー
チ
の
音
楽
で
ニ
ィ
ン
ケ
が
ス

タ
ー
ト
。
水
の
ぶ
つ
か
る
音
や
参
加
者
の

歓
声
が
県
道
全
体
に
響
き
渡
り
、
老
若
男

女
み
ん
な
で
水
の
掛
け
合
い
を
楽
し
む
姿

が
道
路
中
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
音
楽
や
水

の
音
が
奏
で
る
賑
や
か
さ
に
つ
ら
れ
て
見

物
に
来
た
人
た
ち
も
水
浸
し
に
な
り
な
が

ら
、
い
つ
の
間
に
か
水
か
け
に
加
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

後
半
は
、
綱
引
き
大
会
が
行
わ
れ
、
び

し
ょ
濡
れ
で
苦
戦
す
る
選
手
に
、
観
客
た

ち
は
水
鉄
砲
や
お
け
で
水
を
か
け
大
会
を

更
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

亀徳ニィンケ
にぎやかに水をかけあう

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
ム
チ
タ
ボ

リ
」
が
、
徳
之
島
町
の
手
々
集
落
で
８

月
15
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
54
世
帯
約

１
０
１
人
の
集
落
に
は
、
出
身
者
や
町
内

外
の
観
客
が
集
ま
り
、
盆
の
夜
を
に
ぎ
や

か
に
踊
り
歩
き
ま
し
た
。

例
年
通
り
殿
地
と
呼
ば
れ
る
井
上
キ
ク

エ
さ
ん
宅
か
ら
６
件
の
庭
先
を
回
り
ま
し

た
。
豊
作
と
無
病
息
災
を
祈
願
し
「
ム
チ

タ
ボ
レ
の
歌
」
に
合
わ
せ
、
白
い
布
を
頭

か
ら
か
ぶ
り
扇
子
と
棒
を
手
に
し
た
男
性

陣
と
浴
衣
姿
の
女
性
陣
が
輪
に
な
り
、
息

の
合
っ
た
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
夜
の

集
落
を
彩
る
白
い
踊
り
子
た
ち
の
見
事
な

踊
り
に
、
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
観
客
か

ら
感
嘆
の
声
が
漏
れ
ま
し
た
。

手々ムチタボリ
鮮やかに映える白い舞

「
ち
ゅ
っ
き
ゃ
い
節
祭
り
」
が
８
月
16

日
、
母
間
新
港
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
沢

山
の
観
客
が
舞
台
を
囲
み
、
盆
踊
り
の
見

物
や
屋
台
で
の
買
い
物
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。

祭
り
は
、
女
性
連
の
踊
り
で
開
幕
。

ち
ゅ
っ
き
ゃ
い
節
の
島
唄
や
母
間
音
頭
の

民
謡
に
合
わ
せ
て
、
お
そ
ろ
い
の
黄
色
い

浴
衣
を
着
た
地
域
の
女
性
た
ち
が
円
を
作

り
、
優
雅
に
踊
り
ま
し
た
。

母
間
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
の
安
田
竜
馬
さ

ん
の
登
場
で
、
会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
。

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

沢
山
の
フ
ァ
ン
が
集
合
し
、
ワ
イ
ド
節
を

踊
り
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
祭
り
に
若
者
の

新
し
い
風
が
吹
き
込
み
ま
し
た
。

母間ちゅっきゃい節祭り
新たな風が吹きこむ伝統の祭り
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９
月
２
日
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
、

「
第
１
回
元
気
を
生
み
出
す
！
地
域
づ
く

り
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地

域
か
ら
、
健
康
づ
く
り
活
動
や
地
域
サ
ロ

ン
、
見
守
り
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る

方
々
が
１
３
０
名
参
加
し
、
講
演
や
各
地

区
の
活
動
内
容
の
報
告
と
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

㈱
く
ま
も
と
健
康
支
援
研
究
所
の
松
尾

洋
氏
が
講
演
し
、「
こ
れ
か
ら
の
『
健
幸
』

な
地シ

域ﾏ

づ
く
り
」
と
題
し
て
、
元
気
を
保

つ
秘
訣
に
つ
い
て
、
人
と
の
交
流
が
何
よ

り
大
事
、
家
庭
や
地
域
で
の
役
割
を
も
つ

こ
と
。」
と
い
う
話
に
参
加
者
は
大
き
く

う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

第
２
回
は
12
月
１
日
文
化
会
館
で
開
催

予
定
で
す
。

元気を生み出す ! 地域づくり研修会
地域での支え合い

小
中
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
期
間
、
島

の
自
然
・
生
き
も
の
を
調
べ
、
観
察
し
、

島
の
更
な
る
魅
力
を
発
見
し
よ
う
と
徳
之

島
自
然
観
察
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

海
・
山
・
空
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
４
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
約
２
４
０
名

の
参
加
申
し
込
み
を
受
け
ま
し
た
。
雨
や

台
風
な
ど
に
よ
り
内
容
の
変
更
、
中
止
が

あ
り
ま
し
た
が
、
開
催
さ
れ
た
観
察
会
で

は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
秋
・
冬
に
観
察
会
を
予
定
し
て

お
り
、
昆
虫
や
天
体
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

観
察
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら
の
拠
出
金
を
受

け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

われんきゃガイド育成事業
徳之島自然観察会を開催

７
月
17
日
に
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
で
、

亀
津
学
童
保
育
「
に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
」
の

児
童
と
保
護
者
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

砂
浜
に
流
れ
着
い
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
た
く
さ
ん
の
ご

み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

「
ど
こ
か
ら
ゴ
ミ
が
き
た
の
か
な
ぁ
」

「
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
よ
う
」
自
分
た

ち
の
住
む
徳
之
島
の
豊
か
な
自
然
を
守
る

た
め
に
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
す
い
か
割
り
や
海
水
浴
を

楽
し
み
、
自
然
を
満
喫
し
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

にこにこキッズがボランティア清掃
きれいな海を守ろう！

町
立
図
書
館
主
催
の
「
七
夕
ま
つ
り
」

が
８
月
６
日
、
図
書
館
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
親
子
連
れ
な
ど
が
、
約
50
名

参
加
し
、
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
と
七

夕
飾
り
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
図
書
館
職
員
や
高
校
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
読
み
聞
か
せ
を
静
か
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
南
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
「
花

の
丹
向
晴
り
グ
ル
ー
プ
」
か
ら
13
名
が
、

事
前
の
七
夕
飾
り
作
り
に
協
力
。
当
日
は

６
名
が
参
加
し
、
お
は
な
し
会
見
学
、
七

夕
飾
り
作
り
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
や
丹
向
晴
り

グ
ル
ー
プ
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
飾
り
つ
け
を
楽
し
み
ま
し
た
。

町立図書館「七夕まつり」
七夕の伝統に親しむ
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９
月
中
旬
に
な
り
、
町
内
各
集
落
で
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

徳
和
瀬
集
落
で
は
公
民
館
で
９
月
15

日
、
十
五
夜
ま
つ
り
及
び
敬
老
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

十
五
夜
で
は
、
綱
引
き
の
代
わ
り
に
高

齢
者
や
子
ど
も
が
一
緒
に
競
う
こ
と
が
で

き
る
「
ビ
ン
倒
し
」
や
「
輪
投
げ
」
な
ど

の
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
公
民
館
の
広

場
に
は
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
地
域
住
民
の

に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。敬

老
会
で
は
、
小
学
生
が
夏
目
踊
り
の

披
露
で
地
域
の
お
年
寄
り
の
長
寿
を
お
祝

い
。
少
人
数
な
が
ら
響
き
渡
る
唄
と
一
体

と
な
っ
た
踊
り
に
、
祝
賀
に
招
か
れ
た
高

齢
者
も
拍
手
喝
采
で
喜
び
ま
し
た
。

町内各集落で敬老会
いつまでもお元気で

町
役
場
３
階
会
議
室
で
９
月
13
日
、「
消

防
に
関
す
る
業
務
協
定
」
及
び
「
水
難
事

故
の
救
助
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
」
に
つ

い
て
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
奄
美

海
上
保
安
部
と
徳
之
島
警
察
署
及
び
徳
之

島
地
区
消
防
組
合
の
間
で
、
協
定
書
と
覚

書
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
定
は
、
水
難
事
故
等
が
起
こ
っ
た

場
合
、
海
上
保
安
庁
の
到
着
ま
で
の
時
間

で
、
地
区
消
防
組
合
や
警
察
と
連
携
し
救

助
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

奄
美
海
上
保
安
部
の
佐
藤
至
部
長
は

「
水
難
に
関
し
て
で
き
る
部
分
を
協
力
し
、

一
人
で
も
救
助
で
き
る
よ
う
に
連
携
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

海保と消防組合との消防に関する業務協定
水難事故への対応を迅速に

９
月
4
日
に
花
徳
地
区
花
徳
浜
で
、「
ど

ん
ど
ん
ま
つ
り
第
18
回
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
級
生
や
家
族
、
職
場
の
仲
間
な
ど
気

の
合
う
仲
間
で
参
加
し
、
心
地
よ
い
潮
風

に
吹
か
れ
な
が
ら
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。
仲
間
同
士
で
の
懸
命
な
プ

レ
イ
に
、
選
手
た
ち
に
は
笑
顔
が
広
が
り

ま
し
た
。

決
勝
戦
は
平
成
４
年
度
生
ま
れ
の
同
級

生
の
「
か
も
め
が
飛
ん
だ
」
チ
ー
ム
と
昭

和
52
年
度
生
ま
れ
の
「
蛇
馬
」
チ
ー
ム
が

対
戦
。
蛇
馬
チ
ー
ム
の
安
定
し
た
攻
撃
に
、

か
も
め
チ
ー
ム
が
若
さ
あ
ふ
れ
る
反
撃
を

成
功
さ
せ
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２
対
０
で
か

も
め
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ビーチバレー大会
砂浜で熱戦！

町
役
場
４
階
会
議
室
で
８
月
24
日
、
徳

之
島
町
と
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
）
鹿
児
島
支
店
と
「
特

設
公
衆
電
話
の
設
置
・
利
用
に
関
す
る
協

定
」
に
つ
い
て
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
高
岡
秀
規
町
長
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿

児
島
支
店
の
末
吉
政
宏
支
店
長
が
協
定
書

を
交
わ
し
ま
し
た
。

「
特
設
公
衆
電
話
」
と
は
、
災
害
時
に
、

各
避
難
所
へ
設
置
さ
れ
る
緊
急
時
用
の
固

定
電
話
。
災
害
時
の
携
帯
電
話
は
回
線
の

混
線
や
停
電
時
の
充
電
が
困
難
な
状
況
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
同
電
話
は
、
避
難
所
か

ら
の
発
信
を
優
先
通
信
し
無
料
で
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
末
吉
支
店
長
は
、

「
災
害
時
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
と
し

て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ＮＴＴ西日本が特設公衆電話の設置
災害時のライフラインに
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「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が平成 19 年 6 月に公布されました。こ
れにより、各自治体が財政健全性に関する比率（「健全化判断比率」及び「資金不足比率」）を公表し、各
比率が基準以上の場合には、議会の議決を経て、財政健全化計画等を作成し、財政の早期健全化や再生等
を図ることとなります。

■徳之島町の平成 27 年度決算における「健全化判断比率」及び「資金不足比率」について
＜健全化判断比率＞

平成２7年度 平成２6年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － － １５．００％ ２０．００％
連結実質赤字比率 － － ２０．００％ 3０．００％
実質公債費比率 １２．１％ １３．２％ ２５．００％ ３５．００％
将来負担比率 ６４．５％ ７１．９％ ３５０％
※	 黒字により、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は算定されないため「－」を記載

○実質赤字比率・・・一般会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、年
間の収入に対してどれだけ赤字となってしまったかを示します。
⇒一般会計等の実質収支は黒字であるため算定されていません。

○連結実質赤字比率・・・全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、日
常の生活費と学費の積立口座等の全ての出し入れを含めた赤字の割合を示します。
⇒全ての会計の実質収支は黒字であるため算定されていません。

○実質公債費比率・・・一般会計等が負担する地方債の元利償還金及び準元利金の標準財政規模に対する
比率。家計でいえば、１年間の収入に対する、借金の返済額の割合を示します。
⇒平成２７年度は、前年度比△ 1．１％と減少しています。減少した主な要因は、普通交付税額の増
加（１２２，８１１千円）などによります。

○将来負担比率・・・一般会計が負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、
１年間の収入に対して、住宅ローン等の借金の返済や将来支払う事が確定している費用の割合を示します。
⇒平成２７年度は、前年度比△７．４％と減少しています。減少した主な要因は、地方債残高の減少（△
６８，５６２千円）及び、充当可能基金の増加（１５８，６５９千円）などによります。

＜資金不足比率＞
会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業特別会計（法適用） －

２０．０
簡易水道特別会計（法非適用） －
農業集落排水事業特別会計（法非適用） －
公共下水道事業特別会計（法非適用） －
※資金不足比率が算定されないため、「－」を記載。なお、「法適用とは公営企業法の全部又は一部を摘要している事業
をいい、「法非適用」とは、それ以外の事業を言います。

○資金不足比率・・・公営企業会計毎の資金不足額の事業規模に対する比率で、一般会計等の実質赤字比
率にあたります。
⇒各会計とも黒字であるため算定されていません。

徳之島町の平成２７年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率は、いずれも早期健全化基
準または経営健全化基準を下回っています。しかしながら今後は地方交付税の減少も予想されるため、
町債の計画的発行、自主財源の確保、行政改革による経常経費の更なる削減を進めながら、町財政の
健全化に努めてまいります。

平成27年度決算における健全化判断比率・資金不足比率の公表について
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紹介します !

地域営業課
役場 の仕事

町
地
域
営
業
課
で
は
「
営
業
物
産
」、「
商
工
」、「
観
光
」
の
三
つ

の
業
務
を
中
心
と
し
て
、
各
係
が
健
康
で
環
境
に
や
さ
し
い
魅
力
あ
る

街
・
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
営
業
課
の
名
前
を
聞

き
慣
れ
な
い
方
は
、
徳
和
瀬
に
あ
る
徳
之
島
町
総
合
食
品
加
工
セ
ン

タ
ー
「
み
の
り
館
」
と
覚
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
営
業
・
物
産

徳
之
島
町
総
合
食
品
加
工
セ

ン
タ
ー
「
み
の
り
館
」
で
は
、

地
元
で
取
れ
る
果
実
や
野
菜

（
シ
ー
ク
ニ
ン
・
マ
ン
ゴ
ー
・
パ
ッ

シ
ョ
ン
・
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
・

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
・
生
姜
・
島
ア

ザ
ミ
）
等
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス

や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
・
ジ
ャ
ム
、
他

に
も
島
内
産
の
豚
や
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
使
っ
た
ご
当
地
カ
レ
ー
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
汁
の
糖
蜜

等
を
開
発
製
造
し
、
販
売
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
は
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
首
都
圏
の

百
貨
店
と
提
携
し
、
新
商
品
の

ゼ
リ
ー
の
開
発
を
行
い
、
夏
の

お
中
元
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
と
し
て

徳
之
島
ゼ
リ
ー
・
徳
之
島
ジ
ェ

ラ
ー
ト
の
販
売
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

「
み
の
り
館
」
物
産
コ
ー
ナ
ー

に
お
い
て
は
、
島
内
の
製
造
加

工
業
者
の
商
品
も
多
数
取
り

扱
っ
て
お
り
、
島
内
の
顧
客
の

皆
様
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
島
外
か
ら
の
注
文
発
送

数
も
徐
々
に
増
え
「
み
の
り
館
」

の
知
名
度
も
伸
び
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
物
産
展
も
年
二
回
ほ

ど
関
東
・
関
西
地
区
で
実
施
し
、

出
身
者
（
郷
友
会
）
の
協
力
を

得
な
が
ら
販
路
拡
大
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
新
規
の
販
売
促
進

の
取
り
組
み
と
し
て
、
身
近
な

九
州
地
区
や
中
部
地
区
へ
も
積

極
的
に
販
路
の
拡
大
や
集
客
に

努
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
商
工

〈
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
規
定

に
よ
る
認
定
〉

中
小
企
業
者
に
対
す
る
事
業

資
金
の
融
通
を
円
滑
に
す
る
た

め
、
中
小
企
業
者
の
債
務
の
保

証
に
つ
き
保
険
を
行
う
制
度
を

確
立
し
、
認
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

〈
中
小
企
業
災
害
復
旧
資
金
利
子

補
助
金
〉

台
風
、
豪
雨
、
洪
水
、
地
震

等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中
小

企
業
者
及
び
組
合
が
、
災
害
復

旧
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
資
金

に
つ
い
て
、
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

〈
特
定
計
量
器
定
期
検
査
〉

特
定
計
量
器
（
は
か
り
・
分

銅
及
び
お
も
り
）
の
定
期
検
査

を
、
計
量
法
第
21
条
の
規
定
に

よ
り
、
２
年
に
１
回
行
っ
て
い

ま
す
。

〈
岩
石
採
取
計
画
〉

岩
石
採
取
計
画
に
対
す
る
意

見
書
の
提
出
を
し
て
い
ま
す
。

■
観
光

〈
エ
コ
ツ
ア
ー
〉

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据

え
て
、
奄
美
群
島
広
域
事
務
組

合
と
連
携
を
図
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
登
録
及
び
認
定
制
度
に

つ
い
て
協
議
・
検
討
し
て
い
ま

す
。

※
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
地
域
営
業
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

〈
海
水
浴
場
検
査
〉

毎
年
シ
ー
ズ
ン
前
、
シ
ー
ズ

ン
中
に
海
水
浴
場
の
水
質
及
び

放
射
性
物
質
調
査
の
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〈
観
光
施
設
清
掃
作
業
及
び
補

修
〉徳

之
島
町
の
観
光
施
設
、
文

化
史
跡
、
ト
イ
レ
の
清
掃
・
補

修
等
を
し
て
い
ま
す
。
皆
様
に

心
地
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

※
観
光
施
設
等
の
破
損
、
お

気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
地
域
営
業
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い

〈
そ
の
他
の
業
務
〉

毎
年
４
月
に
富
山
丸
慰
霊
祭
、

８
月
に
は
町
一
大
イ
ベ
ン
ト
の

ど
ん
ど
ん
祭
り
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
６
月
の
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
大
会
に
は
町
民
一
丸

と
な
っ
て
ご
協
力
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
之
島
町
地
域
営
業
課

☎
83
―
４
１
１
１
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鹿
児
島
県
企
画
部
地
域
政
策
課
土
地
対
策
係

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
４
３
８

町
企
画
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

国
土
利
用
法
に
基
づ
き
、
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て
、

土
地
に
関
す
る
権
利
の
移
転
ま
た
は
設
定
す
る
契
約
（
土
地
売

買
の
契
約
）
を
し
た
場
合
に
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

Q1　

国
土
利
用
法
の
届
け
出
制
と
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ　

乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、
大
規

模
な
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
け
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。
土
地

取
引
と
い
う
早
期
の
段
階
か
ら
、
適
正
な
土
地
利
用
が
な
さ
れ

る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
快
適
な
生
活
環
境
や
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

Q2　

届
け
出
の
必
要
な
土
地
取
引
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

土
地
取
引
に
お
い
て
、
届
け
出
が
必
要
と
な
る
対
象
面
積
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
都
市
計
画
区
域
（
徳
之
島
町
で
は
、
亀
津
・
亀
徳
の
一
部
）

５
０
０
０
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
１
０
０
０
０
㎡
以
上

Q3　

誰
が
ど
の
よ
う
に
届
け
出
を
行
え
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ　

届
け
出
者
は
、
土
地
の
取
得
者
（
買
主
）
で
す
。
届
け
出
は
、

契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間

以
内
（
契
約
締
結
日
を
含
み
ま
す
）
に
、
土
地
の
所
在
す
る
市

区
町
村
の
窓
口
（
徳
之
島
町
役
場
企
画
課
）
へ
、
土
地
の
利
用

目
的
な
ど
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

Q4　

届
け
出
を
し
な
い
と
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ　

法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

土地
利用

国
土
計
画
法
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
見
て
み
ま
し
ょ
う

10
月
は
土
地
月
間
で
す

問

■
自
主
納
税
と
は
？

納
税
者
の
皆
様
が
、
定
め
ら
れ
た
期
限
（
納
期
限
）

ま
で
に
、
自
主
的
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
「
自

主
納
税
」
と
い
い
ま
す
。
徳
之
島
町
で
は
、
納
税
本
来

の
姿
で
あ
る
自
主
納
税
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
自
主
納
税
を
怠
る
と
？

・
延
滞
金
の
発
生
（
平
成
28
年
度
課
税
分
よ
り
）

町
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
て
い
る

方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納
期
限
後
の
日
数
に
応
じ

て
本
来
の
税
額
に
加
え
て
延
滞
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
内
納
付
へ
の
ご
協
力
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

・
滞
納
処
分

納
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
こ
と
を
滞
納
と
い
い
ま

す
。
滞
納
に
な
る
と
督
促
状
を
発
送
す
る
ほ
か
、
文
書
等

に
よ
る
納
税
の
催
告
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
、
大
切
な
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
を

確
保
す
る
た
め
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
方
と
の
公
平
を

保
つ
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
財
産
（
預
金
・
生
命
保
険
・

不
動
産
・
給
料
・
自
動
車
な
ど
）
を
差
し
押
さ
え
て
、
さ

ら
に
公
売
す
る
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

■
納
税
を
忘
れ
な
い
た
め
に

・
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を

各
種
税
金
・
使
用
料
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
指
定
し
た
金
融
機
関
が
あ
な
た
に
代
わ
っ

納税

納
税
に
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
税
等
の
自
主
納
税
（
納
期
内
納
付
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

て
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
え
て
、
町
に
納
付
す
る
制
度

で
す
。
一
般
的
に
手
続
き
は
一
度
で
、
翌
年
度
以
降
は

自
動
的
に
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
の
た
び
に
金
融

機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省
け
て
大
変
便
利
で
す
。

■
納
税
が
困
難
な
場
合
は
？

・
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い

病
気
や
失
業
な
ど
で
や
む
を
得
な
い
理
由
で
納
期

内
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
分
割
に
よ
る
納
付
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、
町
県
民
税
（
３
期
分
）・
国
民
健
康
保

険
税
（
３
期
分
）・
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
２
期
分
）

の
納
期
月
間
で
す
。
納
期
限
は
、
10
月
31
日
（
月
）

■
口
座
振
替
日
に
つ
い
て

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
以
下
の
日
程
で
振

替
を
行
い
ま
す
。

■
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

10
月
25
日

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

10
月
28
日

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
金
融
機
関

※
後
期
高
齢
者
保
険
料
は
、
金
融
機
関
に
関
ら
ず
10

月
17
日
振
替
日
に
な
り
ま
す
。

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
口
座
の
残
高
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
軽
自
動
車
税

町
収
納
対
策
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

問
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町住民生活課　☎ 82―１１１１（内線１２1）問

環境

リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
海
上
輸
送
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

徳
之
島
３
町
で
は
、
一
般
財
団
法
人
家
電
製
品
協
会
が
実
施
す
る
離
島
対
策
事

業
に
よ
り
、
家
電
製
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際
に
か
か
る
海
上
輸
送
費
の
一
部
が

助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
品
目
の
助
成
金
額
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

家電の種類 助成額

エアコン 790 円

テレビ 620 円

冷蔵庫・冷凍庫 1,610 円

洗濯機・乾燥機 960 円

※この助成は、海上輸送費

に対するものです。収集料

金とリサイクル料金は別に

なります。また、収集料金

については各販売店で異な

りますのでご注意ください。

上記に記載した家電 4 品目は、法律でリサイクルが義務付けられています。
買い替えや転居等で不要になった家電は、必ず最寄りの家電販売店に引き取っ
てもらってください。

インターネット等で購入した義務外品（引き取りを依頼する店で購入したも
のではない）も販売店で引き取ります。もし不燃ごみとして出しても町は回収
しません。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
登
記
、
年
金
、
道
路
、
社
会
福
祉
な
ど
国
の
役
所
の
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
、
疑
問
・
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
様
の
相
談
相
手
と
し
て
、
役
所
の
サ
ー
ビ
ス
や

行
政
の
仕
組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機

関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

自
宅
や
電
話
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
：
平
成
28
年
10
月
26
日
（
水
）

■
場
所
：
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

花
徳
支
所

　
　
　

：
午
後
２
時
～
４
時　
　

役
場
第
一
会
議
室

総
務
省
委
嘱　

行
政
相
談
委
員　

東
郷　

勇

徳
之
島
町
亀
徳
２
７
１
７
―
１　

☎
０
９
０
―
９
７
９
１
―
９
１
９
４

相談

行
政
の
仕
事
な
ど
で
疑
問
・
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

交通事故など第三者の行為により
ケガをしたとき、病気になったとき

すぐに届出を！！

交通事故（自動車事故、自転車事故など）
や飲食店等での食中毒など、第三者の行為
によるケガや病気の場合でも、保険証を
使って治療していただけます。

しかし、この場合の治療費は、加害者（第
三者）が負担すべきものなので、治療費の
うち国民健康保険（以下「国保」といいま
す）の負担分は、国保が一時的に立替払い
し、後日加害者に請求することになりま
す。

第三者の行為を原因として医療機関等で
国保の保険証を使って治療を受ける場合
は、必ず徳之島町役場健康増進課に届出を
してください。

＊お届けいただけない場合には、医療費を
返還していただくことがあります。

町健康増進課
☎ 82-1111（内線 135）

問
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徳之島町公の施設の指定管理者募集
平成 15 年 9 月に地方自治法の改正により、「公の施設」の管理について、指定管理者制度が導入され、

地方公共団体の出資法人や公共団体等に限らず、民間業者も「公の施設」の管理運営ができるようにな
りました。

この制度は、多様化するニーズにより効果的・効率的に対応するため、民間の能力を活用して、住民サー
ビスの向上と経費の節減等を図ることを目的としています。

徳之島町では、徳之島町公の施設（下記施設）を管理していただける指定管理者を募集します。
１．指定管理者に管理を行わせる公の施設の名称及び所在地

名　　　　称 所　　在　　地
(1) 徳之島町文化会館・徳之島町体育センター 徳之島町亀津７６７３番地、亀津７６７２番地
(2) 徳之島町立図書館 徳之島町亀津２９１８番地

２．指定管理者が行う管理の基準及び業務の範囲
　※　募集要項に示します。
３．指定期間
　平成 29 年 4 月 1 日から平成 34 年 3 月 31 日（5 年間）
４．申請者の資格
　(1)　団体であること。（法人資格の有無は問わない）
　　ア . 町内に事業所を有する法人その他団体
　　イ . 業務を円滑に遂行し、安定的かつ健全な財務能力を有する者。
　(2)　団体またはその代表者及びそれを構成する者が次のものに該当しないこと
　　ア . 法律行為を行う能力を有しない者
　　イ . 破産者で復権を有しない者
　　ウ . 徳之島町工事請負契約に係る指名停止等の措置要綱に基づく指名停止期間中の者
　　エ . 会社更生法第 17 条または民事再生法第 21 条の規定による更生手続き中の者
　　オ . 町税等（使用料、利用料を含む）を現在滞納している者
　　カ . 社会通念上、教育関係施設を管理するのにふさわしくない者
５．提出書類

(1) 指定申請書　様式第１号
(2) 指定管理者の指定を受けようとする公の施設の指定期間内における管理の業務に関する各年度の

事業計画書及び収支予算書（様式第 2 号及び第 3 号）
(3) 申請書において前項の様式を満たす事業計画書及び収支予算書を作成した場合は、これをもって

様式第２号及び様式第３号に代えることができる。 
(4) 定款または寄附行為の写し及び登記簿の謄本（法人以外の団体にあっては、会則等）
(5) 当該団体の前事業年度の貸借対照表及び財産目録
(6) 前 (1) ～ (4) 号に掲げるもののほか、町長が必要と認める書類

６．当該公の施設の運営状況等については、募集要項配付時に別に示します。
７．募集要項の配付等
　(1) 配付場所：徳之島町教育委員会社会教育課（徳之島町生涯学習センター２階）
　(2) 配付期間：平成 28 年 10 月 3 日 ( 月 ) から 10 月 16 日 ( 日 )
８．募集要項説明会

応募方法、応募書類、指定管理者の業務等について説明会を開催します。
開催日時：平成 28 年 10 月 17 日 ( 月 )  午後 3 時～
開催場所：徳之島町生涯学習センター（２階研修室）

９．申請書受付
受付場所：徳之島町教育委員会社会教育課（生涯学習センター内）
受付期間：平成 28 年 10 月 18 日 ( 火 ) から 10 月 31 日 ( 月 ) まで
受付時間：午前 9 時から午後 5 時 15 分まで（土・日・祝日を除く）
※その他不明な点については社会教育課までお問い合わせください

　　　電話：８２－２９０４　８３－０４５４　ＦＡＸ：８２－２９０５
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奄
美
独
特
の
農
業
や
農
村
の
魅
力
を

表
現
し
た
あ
な
た
の
作
品
を
出
展
し
ま
せ
ん
か

■
テ
ー
マ

　

魅
力
あ
る
農
業
と
農
村

～
頑
張
ろ
う
！
島
の
農
業
～

■
分
類

「
単
写
真
の
部
」
…
モ
ノ
ク
ロ
・
カ
ラ
ー
と
も
Ａ
４

版
以
上

「
組
写
真
の
部
」
…
１
点
に
つ
き
４
枚
以
内
と
し
モ
ノ

ク
ロ
・
カ
ラ
ー
、
サ
イ
ズ
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
自
由

■
受
付

　

平
成
28
年
９
月
１
日
～
10
月
20
日

■
賞

　

Ｋ
Ａ
Ｍ
あ
ま
み
大
賞
・
・
１
点

　

賞
状
・
副
賞
金
５
万
円
そ
の
他
23
点

■
展
示

　

群
島
内
、
各
市
町
村
農
業
祭
及
び

各
市
町
村
内
公
共
施
設
に
て
展
示
予
定

■
応
募
方
法

　

デ
ー
タ
ー
を
Ｃ
Ｄ
等
で
左
記
へ
提
出
及
び

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

☎
82
―
０
３
７
６

徳
之
島
町
役
場
耕
地
課

☎
82
―
１
１
１
１

問
応募

作
品
を
応
募
し
ま
せ
ん
か
？

第
16
回
あ
ま
み
フ
ォ
ト
農
美
展

平
成
29
年
度
の
「
裁
判
員

候
補
者
」
又
は
「
検
察
審

査
員
候
補
者
」
に
選
ば
れ

た
皆
さ
ん
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙

権
を
有
す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ

で
選
定
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、

20
歳
未
満
を
除
く
）

選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ

は
、
11
月
中
旬
こ
ろ
に
「
裁
判
員

候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」
又
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者

名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が

届
き
ま
す
。

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ

の
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

な
お
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い

合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

裁
判
員
…
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑

事
部　

裁
判
員
係

☎
０
９
９
―
２
２
２
―
７
１
５
７

検
察
審
査
員
…
鹿
児
島
検
察
審
査

会
事
務
局

☎
０
９
９
―
８
０
８
―
３
７
１
９

問
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【お問い合わせ先】町農林水産課　農産係
☎０９９７―８２―１１１１（内線２４１・２４２）



– 18 –広報とくのしま 2016 年 10 月号

10 月の歯科相談日・母子手帳交付日
10 月 20 日（木）；保健センターにて
母子手帳交付受付時間；13：30 ～
歯科相談受付時間；14：00 ～ 14：30
歯科相談対象；妊婦さん・幼児・一般の方、

3か月以上歯科健診・フッ化物を受
けていないお子さん

●○マタニティクラスのご案内○●
・赤ちゃんの暮らしを考える　　
・赤ちゃんのスタイ作り

日時：10 月 24 日（月）　10：00 ～ 12：00

場所：徳之島町保健センター

＊ご参加の場合はご予約よろしくお願いします。

徳之島町保健センター　　TEL：８３－３１２１

10 月の歯科相談日・母子手帳交付日
10 月 20 日（木）；保健センターにて
母子手帳交付受付時間；13：30 ～
歯科相談受付時間；14：00 ～ 14：30
歯科相談対象；妊婦さん・幼児・一般の方、

3か月以上歯科健診・フッ化物を受
けていないお子さん

●○マタニティクラスのご案内○●
・赤ちゃんの暮らしを考える　　
・赤ちゃんのスタイ作り

日時：10 月 24 日（月）　10：00 ～ 12：00

場所：徳之島町保健センター

＊ご参加の場合はご予約よろしくお願いします。

徳之島町保健センター　　TEL：８３－３１２１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
お
済
で
す
か
？

＊
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
定
期
接
種
で
す
（
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
）
対
象
者
の
方

に
は
、予
診
票
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
お
済
で
な
い
方
は
、早
め
に
接
種
を
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
再
発
行
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
肺
炎
は
わ
が
国
の
死
亡
原
因
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
肺
炎
球
菌
に
は
90
種
類
以
上
の
血
清

型
が
あ
り
定
期
接
種
で
使
用
さ
れ
る
「
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
は
、
そ
の
う
ち
の
23
種
類
の
血
清
型
を

予
防
の
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
こ
の
23
種
類
は
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
原
因
の
約
６
割
を
占
め
る
と
い

う
研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。
肺
炎
予
防
の
た
め
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
）

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

対
象
は
第
Ⅰ
期
と
し
て
生
後
12
～
24
か
月
未
満
の
お
子
さ
ん
、

第
Ⅱ
期
と
し
て
５
歳
以
上
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前
１
年
間
の

お
子
さ
ん
で
す
。

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
は
麻
し
ん
・
風
し
ん
を
予
防
し
ま
す
。
麻
し
ん

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
効
果
は
高
く
被
接
種
者
の
約
95
％
以
上
が
免
疫

を
獲
得
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
初
期
に
風
し
ん

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
胎
児
に
感
染
し
て
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
（
難
聴
・
先
天
性
心
疾
患
・
白
内
障
及
び
網
膜
剥
離
）
が
高

い
確
率
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
は
体
調
の
良
い
時
に
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

定期接種の対象は毎年異なるため、接種機会を逃
さないようにご注意ください

平成 28 年度（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31
日まで）の対象者は以下の方々です。

■対象者①

65 歳となる方 昭和 26 年４月２日～昭和 27 年４月１日生

70 歳となる方 昭和 21 年４月２日～昭和 22 年４月１日生

75 歳となる方 昭和 16 年４月２日～昭和 17 年４月１日生

80 歳となる方 昭和 11 年４月 2 日～昭和 12 年４月１日生

85 歳となる方 昭和６年４月２日～昭和 7 年４月１日生

90 歳となる方 大正 15 年４月２日～昭和２年４月１日生

95 歳となる方 大正 10 年４月２日～大正 11 年４月１日生

100 歳となる方 大正 5 年４月２日～大正 6 年４月１日生

■対象者②

60 歳から 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機

能に日常生活活動が極度に制限される程度の障害やヒ

ト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほ

とんど不可能な程度の障害がある方
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亀津中相撲部

町の話題

平成 27 年度決算

役場の仕事（地域営業課）
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町からのお知らせ

健康トピックス
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戸籍の窓／わっきゃまちの
きまいたりっちゅ／通知
カードお知らせ
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09
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18
19
20

index

表紙写真

亀津中学校相撲部が全国大会
団体戦で優勝を果たしました。
（写真提供：豊田住英さん）

き
ま
い
た
り
ち
ゅ

―
元
気
な
集
落
―

Ｆａｉｌ．7

徳和瀬集落

■
人
口
：
２
３
６
人

■
世
帯
数
：
１
１
３
戸

徳
和
瀬
集
落
は
徳
之
島
の
東
方
に
位

置
し
、
海
や
川
、
森
林
に
恵
ま
れ
た

集
落
で
す
。

徳
和
瀬
集
落
は
、
島
内
で
も
早
く
に
集
落

が
形
成
さ
れ
、
海
と
川
、
田
畑
と
な
る
大
地

に
恵
ま
れ
古
代
か
ら
豊
か
な
集
落
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
西
の
井
之
川
岳
に
向

か
い
集
落
有
林
が
広
が
り
、
海
へ
向
い
南
東

へ
キ
ビ
や
馬
鈴
薯
の
耕
作
地
が
広
が
り
、
牛

舎
の
多
く
見
ら
れ
る
農
業
の
盛
ん
な
集
落
。

山
間
部
と
耕
作
地
の
間
、
集
落
の
中
央
に

家
々
が
立
ち
並
び
ま
す
。

集
落
行
事
や
冠
婚
葬
祭
で
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
沢
山
の
住
民
が
協
力
す
る
結

束
の
強
い
集
落
で
す
。「
ち
い
さ
い
な
が
ら

ま
と
ま
り
が
あ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域

住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
地
域

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
少
子
化
の
進
む
中
、
徳
和
瀬

集
落
は
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
い
う
話

が
あ
り
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
10
年
間
で

集
落
全
体
の
人
口
が
14
％
以
上
減
る
中
、

12
歳
以
下
の
子
ど
も
の
人
口
が
２
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
集
落
出
身
の

子
育
て
世
代
が
徳
和
瀬
に
戻
っ
た
こ
と

や
、
一
世
帯
当
た
り
の
出
産
数
が
多
い
こ

と
が
要
因
の
よ
う
で
す
。

子
ど
も
一
人
一
人
を
家
族
の
よ
う
に
大

切
に
育
て
る
温
か
い
集
落
の
中
に
、
少
子

化
改
善
の
鍵
が
隠
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

0
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20

30

40

50

出
産
、
子
育
て
し
や
す
い
徳
和
瀬
集
落
?!
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マイナンバーの通知カードは
受け取っていますか？

平成 27 年 11 月下旬から 12 月上旬にかけて、
各世帯にマイナンバーの通知カードが入った、
封書を発送しております。

まだ、通知カードが届いていない世帯は、役
場へ宛所なしや保存期間経過等の理由で返送さ
れている可能性があります。役場にて受け取る
ことができますので、下記のものを持参のうえ
お越しください。

【本人が受け取る場合】
・本人確認書類（下記を参照ください）

【代理人が受け取る場合】
・本人の本人確認書類（下記を参照ください）
・本人からの委任状
・代理人の本人確認書類（下記を参照ください）

町住民生活課　　☎ 82―１１１１
　　　　　　　　　　　（内線１２３・１２４）

【本人確認書類】
※原本で有効期限内のものが必要です。

○１つでよい物
運転免許証、パスポート、住基カード（顔写真付

のもの）、身体障がい者手帳など
○２つ必要な物

健康保険証、介護保険証、年金手帳、離島割引カー
ド、本人名義の通帳など本人の名前・住所又は、名前・
生年月日が確認できる書類２点

これらをお持ちでない場合は左記までお問い合わ
せください。


